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   令和６年度第２回静岡県事業評価監視委員会 会議録  

 

日  時 令和６年11月26日（火） 午後１時30分から午後２時55分 

場  所  静岡県庁別館８階第１会議室ＣＤ 

出席者 

職・氏名 

○委 員  

今泉 文寿（静岡大学大学院農学部生物資源学科教授） 

加藤 裕治（静岡文化芸術大学文化政策学部教授）【委員長】 

佐野 公洋（弁護士） 

鳥海 梓（東京大学生産技術研究所助教） 

服部 乃利子（静岡県地球温暖化防止活動推進センター次長） 

松本 健作（静岡理工科大学理工学部教授） 

 (敬称略、五十音順) 

○事務局  

髙梨交通基盤部理事、羽田交通基盤部理事 他 

議  題 

（１）報告事項 

・前回委員会の意見 

・県民意見募集（再評価事業）の結果と対応 

（２）審議 

対象事業に係る意見のとりまとめ 

 ・再評価対象事業（53事業）の対応方針案 

    ・事後評価対象事業（４事業）の対応方針案 

 

資  料 

・次第 

・座席表 

・資料-前回意見 

・対象事業一覧表 

・委員会スケジュール 

・資料-意見募集 

（資料１～資料８は事前配布済み） 
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議 題 （ １ ） 報 告 事 項  

前回委員会の意見 

 ・「 資 料 -前 回 意 見 」の と お り 、８ 月 27日（ 火 ）に 開 催 し た 第 １ 回 静 岡 県 事 業

評 価 監 視 委 員 会 に お け る 委 員 か ら の 意 見 内 容 を 事 務 局 か ら 紹 介 し た 。  

 

 県民意見募集（再評価事業）の結果と対応 

 ・「 資 料 -意 見 募 集 」 の と お り 、 ７ 月 12日 （ 金 ） か ら ８ 月 ９ 日 （ 金 ） ま で の 29

日 間 に お い て 、 再 評 価 対 象 事 業 53事 業 に 対 し て 行 っ た 県 民 意 見 募 集 の 結 果

と 意 見 に 対 す る 県 の 考 え 方 に つ い て 、 事 務 局 か ら 紹 介 し た 。  

 

議 題 （ ２ ） 審 議  

 再評価対象事業（53事業）の対応方針案 

 ・ 再 評 価 事 業 53事 業 に つ い て 、 「 対 象 事 業 一 覧 表 」 の と お り 、 い ず れ も 「 継

続 」 と い う 県 の 対 応 方 針 案 が 確 認 さ れ た 。  

 

 事 後 評 価 対 象 事 業 （ ４ 事 業 ） の 対 応 方 針 案  

 ・ 再 評 価 事 業 ４ 事 業 に つ い て 、 「 対 象 事 業 一 覧 表 」 の と お り 、 い ず れ も 「 事

業 効 果 は 発 現 し て お り 、 改 善 措 置 の 必 要 は な い 」 と い う 県 の 対 応 方 針 案 が

確 認 さ れ た 。  

 

 対象事業に係る意見のとりまとめ 

 ・委員会により、令和６年度再評価及び事後評価に対する意見書（案）がとりまとめら

れ、内容の報告を行った。 
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 ＜意見書（案）の概要＞ 

 ・再評価 

（ １ ） 53事 業 に つ い て 、 い ず れ も 事 業 を 継 続 す る の が 相 当 で あ る 。  

（ ２ ） 今 後 の 事 業 執 行 に 際 し て は 、 以 下 の 諸 点 に 十 分 配 慮 し た 上 で 取 り 組

ま れ た い 。  

 

① No.13河 川 改 修 事 業  一 級 河 川 沼 川 に お い て は 、 地 元 か ら も 浸 水 被 害 軽

減 に 多 く の 期 待 が 寄 せ ら れ て お り 、引 き 続 き コ ス ト 面 の 管 理 を 徹 底 す る

と と も に 、地 域 や 関 係 機 関 と の 調 整 を 進 め 、事 業 効 果 の 早 期 発 現 に 努 め

ら れ た い 。ま た 、地 元 理 解 を 深 め て き た 出 前 講 座 や 広 報 イ ベ ン ト の 開 催

な ど を 継 続 的 に 実 施 さ れ た い 。  

 

② No.14高 潮 対 策 事 業  清 水 西 海 岸 に お い て は 、 防 護 と 景 観 を 両 立 し た 事

業 が 進 め ら れ て い る 。特 に 養 浜 事 業 に つ い て は 、自 然 と の 戦 い で あ る こ

と か ら 、モ ニ タ リ ン グ 結 果 や フ ォ ロ ー ア ッ プ 会 議 等 の 意 見 を ふ ま え 、長

期 的 視 点 を 持 っ て 工 夫 し な が ら 整 備 推 進 に 努 め ら れ た い 。ま た 、本 事 業

が 防 護 上 必 要 な 浜 幅 の 確 保 と 景 観 保 持 の 目 的 を 有 し て い る こ と に つ い

て 、 県 民 へ の 積 極 的 な 広 報 に 努 め ら れ た い 。  

 

 

③ No.48緑 地 等 施 設 整 備 事 業  清 水 港 新 興 津 地 区 に お い て は 、 自 然 と 触 れ

合 え る 緑 地・人 工 海 浜 を 整 備 す る こ と に よ っ て 、グ リ ー ン ツ ー リ ズ ム 推

進 に よ る 地 域 活 性 化 の 効 果 が 期 待 さ れ る 。整 備 に 合 わ せ 、関 係 機 関 と 連

携 し 民 間 企 業 の 誘 致 や 周 辺 道 路 の 渋 滞 対 策 を 行 う な ど 、事 業 効 果 が 一 層

向 上 す る 取 組 を 進 め る よ う 努 め ら れ た い 。  

 

 

・ 事 後 評 価  

（ １ ） ４ 事 業 に つ い て 、 い ず れ も 改 善 措 置 の 必 要 性 は 特 に 認 め ら れ な い 。  

（ ２ ） 今 後 の 事 業 の 取 組 に お い て は 、 以 下 の 点 を 参 考 に さ れ た い 。  

 

① No.４ 海 岸 環 境 整 備 事 業  榛 原 港 海 岸 静 波 地 区 に お い て は 、 施 設 整 備 に

よ る 観 光 振 興 や 地 域 活 性 化 が 図 ら れ て い る 。施 設 の 維 持 管 理 や 砂 浜 の モ

ニ タ リ ン グ 、周 辺 道 路 の 渋 滞 対 策 な ど 、関 係 機 関 と 連 携 し た ア フ タ ー フ

ォ ロ ー を 引 き 続 き 実 施 し 、 継 続 的 な 事 業 効 果 の 発 現 に 努 め ら れ た い 。  

 

 

 

 

 

 

 

 


